
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
　
第
四
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四
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（
令
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五
年
二
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日
）

〈
資
料
紹
介
〉

　
　

熊
本
市
・
本
蔵
院
に
お
け
る
安
本
亀
八
の
事
績
に
つ
い
て

塩
　
澤
　
寬
　
樹
・
竹
　
原
　
明
　
理



〈
資
料
紹
介
〉

熊
本
市
・
本
蔵
院
に
お
け
る
安
本
亀
八
の
事
績
に
つ
い
て

塩

澤

寬

樹
・
竹

原

明

理 

（
熊
本
博
物
館
）

は
じ
め
に

　

生
人
形
の
制
作
で
知
ら
れ
る
安
本
亀
八
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
熊
本

迎
町
（
現
熊
本
市
中
央
区
迎
町
）
の
仏
師
春
蔵
（
あ
る
い
は
善
蔵
）
の
家
に
生
ま

れ
た
と
い
い
、
そ
の
後
、
大
阪
に
出
て
生
人
形
興
行
で
好
評
を
博
し
、
次
い
で
東

京
へ
上
っ
て
生
人
形
、
菊
人
形
の
興
行
を
行
い
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

十
二
月
八
日
に
七
十
五
才
で
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

亀
八
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
市
内
の
本
蔵
院
に
、
彼
の
晩
年
の
作
で
あ
る
弘
法

大
師
坐
像
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
の
は
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
が

二
〇
〇
四
年
に
開
催
し
た
展
覧
会
の
図
録
『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』
に
貼
り
付

け
ら
れ
た
写
真
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
弘
法
大
師
像
の
像
容
に

則
っ
た
本
像
は
、
そ
の
後
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
竹
原
が
担
当

し
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
熊
本
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

展
覧
会
「
ひ
と
の
す
が
た
、
い
の
り
の
か
た
ち
」
に
出
陳
さ
れ
、
図
録
に
は
解
説

と
銘
記
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

　

筆
者
ら
は
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
に
本
蔵
院
を
訪
れ
、
弘
法
大
師
坐
像
を
再
調

査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
概
要
を
記
録
し
た
。
そ
の
際
、
弘
法
大
師
坐
像

と
並
び
安
置
さ
れ
る
理
源
大
師
（
聖
宝
）
倚
像
と
神
変
大
菩
薩
坐
像
を
も
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
像
底
に
亀
八
に
よ
る
彩
色
を
伝
え
る
銘
記
を
見
出
し
た
。
こ
の
銘
記

は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
事
績
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
こ
の
新
出
の
銘
記
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
概
要
が
詳
し
く
紹

介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
弘
法
大
師
坐
像
に
つ
い
て
も
記
載
し
、
併
せ
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
執
筆
は
「
は
じ
め
に
」、「
一
」、「
四
」
を
塩

澤
が
、「
二
」、「
三
」
を
竹
原
が
担
当
し
、
全
体
を
塩
澤
が
調
整
し
た
。

一
、
弘
法
大
師
坐
像

　

（
一
）
形
状

　

頭
部
を
円
頂
と
す
る
。
首
に
浅
く
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
左
手
は
膝
上
で
念
珠
を

執
り
、
右
手
は
胸
前
で
腕
を
ね
じ
っ
て
掌
を
前
に
向
け
て
五
鈷
杵
を
執
る
。
顔
を

正
面
に
向
け
て
、
二
重
框
座
上
の
上
畳
座
上
で
結
跏
趺
坐
す
る
。
服
制
は
、
前
あ

わ
せ
の
法
衣
の
上
に
袈
裟
を
懸
け
、
裙
を
着
け
る
。
袈
裟
は
左
肩
で
紐
で
吊
る
。

上
畳
正
面
で
裙
を
前
に
少
し
垂
ら
す
。

　

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
（
寄
木
造
）。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

彩
色
に
よ
り
構
造
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
頭
部
、
体
部
に
内
刳
り
を
施

す
。
頭
部
は
面
部
に
矧
ぎ
目
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
内
刳
り
し
て
玉
眼
を
嵌
入
す

る
。
頭
部
肉
身
は
頭
部
前
面
と
共
木
と
し
、
襟
に
沿
っ
て
体
部
に
挿
し
込
む
か
と
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み
ら
れ
る
。
脚
部
を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像

底
に
底
板
を
貼
り
、
紙
貼
り
の
上
、
彩
色
す
る
。
裙
前
面
の
垂
下
部
は
別
材
と
み

ら
れ
る
。
持
物
は
別
材
。

　

（
三
）
保
存
状
態

　

彩
色
に
一
部
の
剥
落
が
み
ら
れ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

　

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

三
五
・
二

　

頭

頂

〜

顎　

一
一
・
〇　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　

一
七
・
六

　

耳　
　
　

張　
　

九
・
〇　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
〇
・
六

　

肘　
　
　

張　

二
四
・
八　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

三
六
・
二

　

胸
厚
（
左
）　

一
一
・
七　
　
　
　
　

胸
厚
（
左
）　

一
一
・
六

　

腹　
　
　

厚　

一
五
・
九　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

二
二
・
〇

　

坐　
　
　

奥　

二
五
・
七

　

台　

座　

高　

三
八
・
二　
　
　
　
　

台　

座　

巾　

三
七
・
七

　

台　

座　

奥　

二
九
・
九

　

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

〈
像
底
面
墨
書
銘
〉

　

奉
新
彫
刻

　
　
　
　
　

師

　
　
　
　

佛
子

　
　
　
　
　
　

安
本
亀
八

　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
二
才
翁

　
　
　
　
　
　
　

現
住
亮
榮
代

　

明
治
三
十
年
八
月

〈
上
畳
裏
面
墨
書
銘
〉

奉
新
彫
刻

弘
法
大
師
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佛
師
安
元
（
マ
マ
）亀
八

于
時
明
治
三
十
年
八
月　
　
　

七
十
二
才
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
蔵
院
現
住
亮
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代

　

（
六
）
制
作
年
代

　

明
治
三
十
年
（
一
九
九
七
）

　

（
七
）
伝
来

　

当
寺
本
堂
内
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ
る
。

二
、
理
源
大
師
（
聖
宝
）
倚
像

　

（
一
）
形
状

　

頭
部
を
円
頂
と
す
る
。
閉
口
。
口
元
に
ほ
う
れ
い
線
を
刻
む
。
額
か
ら
や
や
上

に
頭
襟
を
載
せ
、
両
耳
上
ま
で
紐
を
下
ろ
し
、
両
耳
後
ろ
を
通
っ
て
後
頭
部
で

一
ヶ
所
、
両
耳
前
を
通
っ
て
顎
で
一
ヶ
所
、
計
二
ヶ
所
で
結
ぶ
。
左
手
は
膝
上
で

掌
を
上
に
向
け
て
独
鈷
杵
を
執
り
、
右
手
は
膝
上
で
錫
杖
を
執
る
。
顔
を
正
面
に

向
け
て
、
両
脚
を
踏
み
下
げ
て
岩
座
に
倚
坐
す
る
。
服
制
は
、
前
あ
わ
せ
の
法
衣

の
上
に
結
袈
裟
を
懸
け
、
百
衣
を
着
け
る
。
結
袈
裟
は
背
面
で
吊
り
、
両
肩
部
分

に
緑
の
布
を
結
え
る
。
両
脚
は
括
袴
を
着
け
、
草
鞋
を
履
く
。

　

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
（
寄
木
造
）。
紙
貼
下
地
・
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

彩
色
に
よ
り
構
造
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
頭
部
、
体
部
に
内
刳
り
を
施

す
。
頭
部
は
前
後
矧
ぎ
（
ま
た
は
割
矧
）
と
み
ら
れ
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
体
幹

部
は
前
後
二
材
矧
ぎ
と
し
、
そ
の
左
右
に
両
体
側
材
脚
部
を
矧
ぐ
。
裙
前
面
の
垂

下
部
、
両
袖
の
垂
下
部
を
別
に
矧
ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し

込
む
。
像
底
に
底
板
を
貼
る
。
頭
襟
木
製
部
材
を
紐
で
結
ん
で
着
け
る
（
背
面
の

紐
は
糸
状
）。
草
履
は
木
製
別
材
で
、
足
首
に
紐
で
結
ぶ
。
草
履
は
釘
で
上
下

二
ヶ
所
で
留
め
、
紙
こ
よ
り
で
板
を
通
し
、
上
の
紐
と
結
ぶ
。

持
物
は
別
材
と
し
、
独
鈷
杵
は
木
製
、
錫
杖
は
上
部
銅
製
と
す
る
。
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（
三
）
保
存
状
態

　

左
手
の
第
四
・
五
指
の
第
一
関
節
か
ら
先
欠
失
し
、
彩
色
に
一
部
の
剥
落
が
み

ら
れ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

　

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　
　

二
八
・
四

　

頭

頂

〜

顎　
　

一
〇
・
一　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

六
・
五

　

耳　
　
　

張　
　
　

七
・
八　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

八
・
二

　

肘　
　
　

張　
　

二
〇
・
〇　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

二
四
・
二

　

胸
奥
（
中
央
）　
　

九
・
四　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

一
〇
・
五

　

膝　
　
　

奥　
　

一
八
・
三　
　
　
　
　

膝　
　
　

張　

二
〇
・
三

　

足　

先　

開　
　

一
三
・
五　
　
　
　
　

足
下
〜
頭
頂　

三
七
・
七

　

台　

座　

高　
　

二
〇
・
二

　

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

〈
像
底
面
墨
書
銘
〉

　

奉
彩
色

　
　
　
　

佛
師

　
　
　
　
　
　

安
本
亀
八

　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
二
才
翁

　
　
　
　
　
　
　

現
住
亮
榮
代

　

明
治
三
十
年
八
月

　

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
後
期
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
彩
色
修
理

　

（
七
）
伝
来

　

当
寺
本
堂
内
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ
る
。

三
、
神
変
大
菩
薩
坐
像

　

（
一
）
形
状

　

長
頭
巾
を
被
り
、
後
ろ
の
下
端
を
背
面
に
垂
ら
す
。
閉
口
。
額
、
目
元
、
口
元

に
皺
を
刻
む
。
顎
鬚
を
あ
ら
わ
す
。
左
手
は
膝
上
で
掌
を
上
に
向
け
て
経
巻
を
執

り
、
右
手
は
肘
を
前
方
に
屈
臂
し
て
胸
前
で
錫
杖
を
執
る
。
顔
を
正
面
に
向
け

て
、
高
下
駄
を
履
い
た
左
脚
は
下
ろ
し
、
右
脚
は
膝
を
曲
げ
て
岩
座
の
座
面
に
置

き
、
岩
座
上
に
坐
す
。
右
脚
の
高
下
駄
は
岩
座
の
上
に
別
に
置
く
。
服
制
は
、
前

あ
わ
せ
の
法
衣
の
上
に
袈
裟
を
懸
け
、
左
肩
で
吊
る
。
両
肩
か
ら
背
面
に
蓑
の
よ

う
な
衣
を
着
け
、
胸
前
で
紐
を
結
ぶ
。
岩
座
左
側
面
で
袈
裟
を
垂
ら
す
。

　

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
（
寄
木
造
）。
紙
貼
下
地
・
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

彩
色
に
よ
り
頭
・
体
の
関
係
は
不
明
。
矧
目
も
不
明
だ
が
、
面
部
で
割
矧
い
で

玉
眼
を
嵌
入
か
。
体
幹
部
は
前
後
二
列
に
寄
せ
、
前
面
は
中
央
よ
り
左
寄
り
で
左

右
二
材
、
背
面
は
中
央
で
左
右
二
材
と
す
る
。
脚
部
は
中
央
で
左
右
二
材
を
矧

ぐ
。
両
手
首
先
は
別
材
と
し
、
左
手
首
先
は
袖
口
で
挿
込
み
、
右
手
首
先
は
枘
挿

し
と
み
ら
れ
る
。
高
下
駄
は
別
材
で
、
太
紐
で
結
ぶ
。

　

（
三
）
保
存
状
態

　

表
面
に
煤
汚
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

　

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

三
一
・
〇

　

面　
　
　

巾　
　

六
・
五　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

八
・
八

　

耳　
　
　

張　
　

九
・
〇　
　
　
　
　

肘　
　
　

張　

一
九
・
四

　

袖　
　
　

張　

二
八
・
一　
　
　
　
　

胸
奥
（
中
央
）　

八
・
九

　

腹　
　
　

厚　

一
〇
・
〇　
　
　
　
　

膝　
　
　

張　

二
三
・
三

　

膝　
　
　

奥　

一
七
・
九　
　
　
　
　

足
下
〜
頭
頂　

四
二
・
六

　

台　

座　

高　

二
二
・
五　
　
　
　
　

台　

座　

巾　

三
三
・
八

　

台　

座　

奥　

二
五
・
一
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（
五
）
銘
記
・
納
入
品

〈
像
底
面
墨
書
銘
〉

　

奉
彩
色

　
　
　
　

佛
師

　
　
　
　
　
　

安
本
亀
八

　
　
　
　
　
　
　

現
住
亮
榮
代

　

明
治
三
十
年
□
月

　

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
後
期
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
彩
色
修
理

　

（
七
）
伝
来

　

当
寺
本
堂
内
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ
る
。

四
、
若
干
の
考
察

　

以
上
の
概
要
紹
介
に
基
づ
き
、
補
足
す
べ
き
点
や
付
随
し
て
考
え
ら
れ
る
事
柄

に
つ
い
て
、
簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
安
本
亀
八
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
事
績

と
し
て
、
既
に
知
ら
れ
て
い
た
本
蔵
院
の
弘
法
大
師
坐
像
造
立
に
加
え
、
新
た
に

二
軀
の
彩
色
事
績
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
弘
法
大
師
坐
像
の
銘
記
に

つ
い
て
も
、
若
干
の
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
、
ま
ず
基
本
的

意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
蔵
院
の
事
績
は
い
ず
れ
も
明
治
三
十
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
亀
八

の
死
没
三
年
前
で
あ
り
、
最
晩
年
の
事
績
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
亀
八
は
東
京
に
居

を
構
え
て
い
た
が
、
こ
の
年
の
三
月
二
十
九
日
よ
り
故
郷
熊
本
の
下
河
原
で
「
日

清
戦
争
生
人
形
」
の
興
行
を
（『
九
州
日
日
新
聞
』
同
年
三
月
二
十
四
日
な
ど
）、

続
く
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
は
福
岡
で
同
じ
興
行
を
行
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
同
年
八
月
二
十
五
日
な
ど
）。
本
蔵
院

の
仕
事
は
、
こ
れ
ら
の
興
行
の
た
め
に
熊
本
へ
帰
っ
た
折
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

　

弘
法
大
師
坐
像
は
形
状
、
構
造
共
に
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
に
則
っ
て
造
像

さ
れ
て
い
る
。
亀
八
は
、
一
八
六
〇
年
代
の
肖
像
彫
刻
に
お
い
て
も
構
造
面
で
は

ほ
ぼ
同
じ
手
法
を
用
い
て
い
る
（
本
号
掲
載
の
別
稿
参
照
）。
本
像
に
よ
り
、
亀

八
が
仏
師
と
し
て
の
技
両
、
伝
統
を
終
生
守
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

理
源
大
師
像
、
神
変
大
菩
薩
像
の
二
軀
に
つ
い
て
は
、
再
興
と
し
て
彩
色
だ
け

行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
彩
色
事
績
に
よ
り
、
亀
八
は
造
像
に
お
い
て
自

ら
彩
色
の
仕
事
も
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
世
以
降
、
江
戸
時
代
に

お
い
て
も
、
仏
像
本
体
の
制
作
は
仏
師
が
、
彩
色
は
塗
師
が
行
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
本
蔵
院
の
事
績
で
は
本
体
造
立

と
彩
色
の
双
方
を
こ
な
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

本
蔵
院
の
銘
記
で
は
、
制
作
及
び
修
理
の
年
紀
と
自
ら
の
年
齢
を
記
し
て
い
る

点
も
貴
重
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
出
生
に
関
す
る
確
実
な
史
料
の
な
い
亀
八
の
生
年

を
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
と
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
亀
八
の
基
本
情

報
を
知
る
上
で
意
義
が
大
き
い
。

　

最
後
に
、
肩
書
き
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
本
蔵
院
の
三
軀
の
銘
記
に
お
い

て
、
亀
八
は
い
ず
れ
に
も
肩
書
き
に
「
仏
師
」
を
用
い
て
い
る
。
亀
八
は
そ
の
初

期
の
事
績
で
あ
る
奈
良
県
山
添
村
葛
尾
観
音
寺
十
一
面
観
音
の
修
理
銘
に
お
い

て
、「
肥
後
熊
本
住
人　

仏
師
安
本
亀
八
光
政
」
と
記
し
て
い
る
が
（『
波
多
野
村

史
』）、
生
人
形
興
行
の
際
は
「
生
人
形
細
工
人
」、「
細
工
人
」、「
生
人
形
師
」
な

ど
を
用
い
、
仕
事
に
よ
っ
て
は
他
の
肩
書
き
を
用
い
て
い
る
。
彼
が
場
面
ま
た
は

仕
事
に
種
類
に
応
じ
て
肩
書
き
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
上

で
、
本
蔵
院
三
軀
に
お
け
る
銘
記
は
、
亀
八
が
最
晩
年
に
お
い
て
も
「
仏
師
」
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
仕
事
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
点
は
右
記
の
造
像

法
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
終
生
、
仏
師
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
に
も
大
き
な
意
義
を
認
め
た
い
。
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［
付
記
］

　

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
本
蔵
院
藏
本
崇
史
師
に
は
調
査
、
撮
影
に
ご
高
配
を
賜

り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
熊
本
博
物
館
の
木
山
貴
満
氏
と
坂
本
直
也
氏

の
撮
影
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
塩
澤
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中

世
・
近
世
の
肖
像
彫
刻
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号18K

00165

）
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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弘
法
大
師
坐
像

像
底
面
墨
書
銘

上
畳
裏
面
墨
書
銘

塩澤・竹原：熊本市・本蔵院における安本亀八の事績について 群馬県立女子大学紀要　第44号 7879



理
源
大
師
（
聖
宝
）
倚
像

像底面墨書銘
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神
変
大
菩
薩
坐
像

像底面墨書銘

塩澤・竹原：熊本市・本蔵院における安本亀八の事績について 群馬県立女子大学紀要　第44号 80PB




